
令和７年度総合評価方式の実施について 

 

〇総合評価方式の対象工事は、以下の通りとする。 

 ・発注予定金額 5,000 万円以上の全ての工事 

 ・発注予定金額 1,500 万円以上 5,000 万円未満の工事で別で定める工事 

 

【タイプ選定フロー図】 

 

  
工事技術的難易度評価の実施 

（工事特性の把握） 

主たる構造物に求められる機能・性能等の事項の抽出 

  １．構造物条件  ２．技術特性 

作業条件等から施工にあたり求められる事項の抽出 

  ３．自然条件    ４．社会条件    ５．マネジメント特性 

〔技術的難易度評価の大項目〕 

６．３Ｄモデル適用 

・大項目評価にＡＡ評価が２つ以上

ある。 

・大項目評価にＡＡ評価が１つあ

り、かつＢＢ評価が２つ以上ある。 

・大項目評価に◎がある。 

（３Ｄモデル指定工事） 

・左記（施工提案型）以外 

施工条件明示チェックリスト及び「工事技術的難易

度評価の小項目別運用表」の評価具体的事例を

基に､各小項目の評価をＡ、Ｂ、Ｃで行う。 

大項目ごとに小項目のＡ、Ｂ評価数により大項目

の評価をＡＡ、ＢＢで行う。 

３Ｄ指定工事の場合、

大項目評価は"◎" 

施工提案型 施工実績型 

高   技術的難易度評価   低 



【大項目評価と小項目評価との関係及び総合評価方式タイプと大項目評価の関係】 
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総合評価方式の適用に係る工事技術的難易度評価表（土木系工事）

 工  事  名

 設計金額（税込）  工事区分

大項目 小項目 評 価 内 容

　 １．構造物条件

①規模

②形状

　 ２．技術特性

①工法等

②技術提案等

③気象・環境

　 ４．社会条件

①近接施工、地中障害物

②騒音・振動、水質汚濁

３．自然条件

①湧水・地下水

②軟弱地盤

　 ５．マネジメント特性

①住民、関係機関対応

③作業用道路・ヤード

④現場作業

②工程管理

③品質管理

④安全管理

　総合評価方式適用判定

〔大項目の評価、総合評価方式の適用判定〕
・小項目評価結果より、別紙大項目評価基準に基づきＡＡ、ＢＢ、◎を選択する（該当しない場合は空欄）

６．３Ｄモデル適用

大項目評価集計

ＡＡ評価

ＢＢ評価

◎評価

〔小項目の評価方法〕
・「小項目別運用表」を参考に、該当する小項目ごとに評価内容を記載する
・評価内容には、現場条件等に基づく具体の数値などを用いて詳細に記載をする
・小項目評価にはＡ，Ｂ，Ｃ，－を選択する（Ｃ，－の場合は空欄でもよい）
・３Ｄモデル指定工事の場合は、”指定”を選択する

〔総合評価方式適用判定〕
・大項目評価集計結果より、別紙総合評価方式適用判定基準に基づき該当する総合評価方式を選択する

◎ ３Ｄ指定工事の場合

大項目評価 小項目評価

ＡＡ
対象大項目に対応する各小項目評価にＡ評価が１つ以上ある。
対象大項目に対応する各小項目評価にＢ評価が２つ以上ある。

ＢＢ 対象大項目に対応する各小項目評価にＢ評価が１つあり、かつＡ評価がない。

対象大項目に対応する各小項目評価にＡ評価又はＢ評価がない。

ＡＡ
対象大項目に対応する各小項目評価にＡ評価が１つ以上ある。
対象大項目に対応する各小項目評価にＢ評価が３つ以上ある。

ＢＢ 対象大項目に対応する各小項目評価にＢ評価が２つあり、かつＡ評価がない。

対象大項目に対応する各小項目評価にＢ評価１つ以下あり、かつＡ評価がない。

大項目評価 小項目評価

施工提案型
大項目評価にＡＡ評価が２つ以上ある。
大項目評価にＡＡ評価が１つあり、かつＢＢ評価が２つ以上ある。
大項目評価に◎がある。（３Ｄモデル指定工事）

施工実績型 上記（施工提案型）以外

評価型 大項目評価


